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●「会議は踊らず、されど動く」一青木怜子-

● 「高等教育と女性」シリーズ(り-山崎倫子さん-

東
京
支
部
総
会
報
告

書
記

聞
口
端
穂

一
九
九
五
年
東
京
支
部
総
会
は
、
四
月

二
十
二
日

(
土
)
国
立
教
育
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

支
部
会
貝
数
六
四
二
名
中
出
席
者
七
四

名
、
有
効
委
任
状
二
九
七
通
で
総
会
は
成

立
。
初
め
に
支
部
長
が
、
八
月
の
国
際
会

議
を
ひ
か
え
て
支
部
会
只
の
し
A
C
委
員

と
し
て
の
活
躍
と
、
寄
贈
す
る
資
料
用
バ

ッ
グ
の
説
明
、
ま
た
今
年
か
ら
東
京
支
部

国
内
奨
学
金
と
し
て
大
学
院
生
一
名
に
十

万
円
贈
呈
す
る
事
に
な
っ
た
と
挨
拶
。

議
事
に
入
り
、
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
と
続
き
、
一
九
九
五

年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審

議
、
承
認
さ
れ
た
。
一
部
役
貝
の
交
替
と

新
委
貝
の
紹
介
の
後
、
青
木
会
長
の
、
国

際
会
議
の
登
録
状
況
、
体
験
を
交
え
な
が

ら
の
I
F
U
W
国
際
会
議
に
つ
い
て
の
話
、

中
村
道
子
企
画
委
貝
長
の
V
G
I
F
U
W

の
申
し
込
み
に
つ
い
て
の
話
、
熊
切
財
務

委
員
長
の
数
々
の
目
的
を
挿
つ
バ
ザ
ー
へ

の
寄
贈
品
の
協
力
等
の
話
が
あ
っ
た
。

記
念
講
演
は
、
N
・
Y
タ
イ
ム
ズ
紙
ア

ジ
ア
代
表
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
・
ス
ト

ー
ク
ス
氏
の

「
外
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

か
ら
見
た
日
本
」
。
質
問
も
出
て
興
味
深
く

拝
聴
し
た
。

(
関
口
瑞
穂
)

事
業
報
告
・
予
定

4
月
2
 
2
日

5
月
1
 
8
日

6
月
1
 
4
日

6
月
鳩
目

東
京
支
部
総
会

於
国
立
教
育
会
館

講
演
「
旧
ユ
ー
ゴ
の
こ
と
な

ど
」

講
師
-
今
時
ミ
ル
カ
氏

イ
ン
ド
大
使
館
訪
問
(
財
務

主
催
)

講
演
「
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
人
と
は
」

講
師
-
佐
々
木
知
子
氏

7
月
l
日

7
月
5
日

8
月
1
 
8
日

̃
2
5
日

9
月
2
 
7
日

1
 
0
月
1
 
8
日

u
月
1
 
8
日

1
 
2
月
9
日

1
月
2
 
0
日

「
と
も
し
ぴ
」
第
1
8
号
発
行

夏
の
バ
ス
ツ
ア
ー

富
士
氷
穴
他
(
財
務
主
催
)

I
F
U
W
国
際
会
議

テ
ー
マ

「
女
性
の
未
来
は
世

界
の
未
来
」
I
生
存
と
進
歩

の
た
め
の
教
育
-

於
横
浜
国
際
平
和
会
議
場

見
学
「
東
海
村
原
子
力
施
設
」

講
座
「
上
野
寛
永
寺
」

請
師
-
寛
永
寺
執
事

涌
井
正
明
氏

観
劇

水
谷
良
重
-
八
重
子

襲
名
披
露
(
財
務
主
催
)

能
楽
鑑
賞

国
立
能
楽
堂

新
春
の
つ
と
い
(
本
部
主
催
)

奨
学
金
に
つ
い
て

支
部
長

松
沢
美
仁
子

四
月
二
十
二
日
の
支
部
総
会
を
経
て
、

東
京
支
部
か
ら
大
学
院
生
一
名
に
十
万
円

の
奨
学
金
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

応
募
資
格
は
「
文
部
省
の
認
可
す
る
大
学

の
大
学
院
に
一
年
以
上
在
籍
す
る
女
子
学

生
で
、
人
物
学
業
と
も
優
れ
た
者
」
。
募
集

と
選
考
は
国
内
奨
学
委
貝
会
で
一
般
奨
学

生
と
共
に
行
う
。

し
た
が
っ
て
、
大
学
婦
人
協
会
国
内
奨

学
生
募
集
要
項
の
一
般
奨
学
生
大
学
院
生

は
、
一
人
十
万
円
で
九
名
募
集
だ
っ
た
が
、

東
京
支
部
か
ら
の
一
名
が
増
え
て
十
名
に

な
っ
た
。
優
秀
を
若
い
女
性
研
究
者
を
応

援
す
る
の
は
、
か
ね
て
か
ら
の
東
京
支
部

の
願
い
で
も
あ
り
、
継
続
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。
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支
部
総
会
記
念
講
演

「
外
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か

ら
見
た
日
本
」

N
・
Y
タ
イ
ム
ズ
紙
ア
ジ
ア
代
表

ヘ
ン
リ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
・
ス
ト
ー
ク
ス
氏

日
本
に
住
ま
れ
て
二
十
五
年
。
奥
様
は

日
本
人
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
は
じ
め
ま
し
て
。
ブ
ロ
ー
ク
ン
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
だ
っ
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
い

う
流
暢
な
日
本
語
で
ス
ト
ー
ク
ス
氏
の
講

演
は
始
ま
っ
た
。
資
料
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の

抜
粋
そ
の
他
が
配
ら
れ
、
準
備
の
ほ
ど
も

さ
す
が
で
あ
る
。

新
聞
記
者
と
し
て
は
避
け
て
通
れ
な
い

テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
ず
サ
リ
ン
問
題
に
ふ

れ
ら
れ
た
。
恐
ら
く
オ
ウ
ム
教
の
仕
業
で

あ
ろ
う
と
の
お
説
。
私
は
ふ
と
数
年
前
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
知
人
夫
妻
を
銀
座

に
案
内
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
八
時

を
過
ぎ
て
も
の
ん
び
り
歩
く
人
々
を
見
て
、

「
東
京
は
安
全
で
羨
ま
し
い
」
と
夫
人
が

感
嘆
し
た
。
今
こ
ん
な
東
京
に
な
り
、
平

穏
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

日
本
通
で
定
評
の
あ
る
氏
の
こ
と
と
て
、

文
学
に
も
精
通
さ
れ
て
お
り
、
源
氏
物
語
、

維
新
の
話
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
な
ど
話
題

は
次
々
に
泉
の
ご
と
く
湧
き
出
て
く
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
二
十
世
紀
の
代
表
的
彫
刻
家

で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
が
、
イ
タ
リ

ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
作
家
と
並
ん
で
名
を

成
し
え
た
の
は
、
大
企
業
家
が
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
芸
術
家
を
育
成
す
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
と
の
説
は
傾
聴
に
値
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
日
米
間
の
経
済
問
題
、
貿

易
問
題
に
つ
い
て
も
豊
富
を
意
見
を
述
べ

ら
れ
た
。
バ
ブ
ル
の
は
じ
け
た
日
本
で
の

大
銀
行
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
誰
が
利
益

を
得
る
の
で
し
ょ
う
か
と
、
さ
び
し
い
見

方
も
さ
れ
て
い
る
。
政
治
問
題
で
は
何
か

と
岨
悟
を
き
た
す
日
米
間
も
、
民
間
レ
ベ

ル
で
は
仲
良
く
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
力
を

合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ク
リ
ス

ト
夫
妻
の
例
を
あ
げ
ら
れ
た
の
は
興
味
深

い
。
「
私
は
イ
ギ
リ
ス
人
。
妻
は
日
本
人
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
は
や
は
り
ア
メ

リ
カ
で
あ
り
、
自
分
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
ア
メ
リ
カ
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
言
お
れ
る
。
氏
の
豊
か

な
知
識
と
国
際
的
感
覚
に
基
づ
く
講
演
は
、

ま
さ
に
か
意
余
っ
て
時
間
足
ら
ず
〃
で
あ

り
、
詳
細
に
ふ
れ
る
に
は
〃
紙
面
全
く
足

ら
ず
〃
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

柴
崎
富
子
)

支
部
の
宝
船

副
支
部
長

鈴
木
光
子

八
月
の
国
際
会
議
の
成
功
を
祈
念
し
て

各
支
部
か
ら
宝
船
が
次
々
と
し
A
C
本
部

に
到
着
し
て
い
る
。

東
京
支
部
で
も
、
資
料
を
入
れ
る
バ
ッ

グ
を
千
個
寄
付
す
る
こ
と
が
前
々
か
ら
決

ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
傘
の
生
地
の
残
り

布
で
縫
製
し
販
売
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
売
上
げ
は
身
体
障
害
者
の
た
め
の
衣
料

研
究
所
の
資
金
と
も
な
り
、
し
か
も
市
価

よ
り
も
ず
っ
と
安
く
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
バ
ッ
グ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
名
札
を

つ
け
て
約
五
十
五
万
円
と
な
っ
た
。

又
、
I
F
U
W
本
部
へ
の
会
計
報
告
書

作
成
の
た
め
に
、
東
京
支
部
所
有
の
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
「
ロ
ー
タ
ス
」
を
し
A
C
本
部

財
務
へ
貸
与
し
て
い
る
。
こ
れ
で
し
A
C

は
二
十
万
円
程
度
、
経
費
節
減
に
な
る
由
。

ま
た
、
本
部
お
膳
も
と
に
位
置
す
る
支

部
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
人
的
貢

献
で
、
多
数
の
東
京
支
部
会
貝
が
し
A
C

の
各
委
員
会
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
あ

る
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
会
貝
の
力
強
い
協
力
と

と
も
に
東
京
支
部
も
有
形
無
形
の
た
く
さ

ん
の
宝
船
を
出
帆
さ
せ
て
い
る
。
出
席
さ

れ
る
世
界
各
国
の
方
々
に
十
分
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
。

第
3
8
回
通
常
総
会
に
出
席
し
て

支
部
長

松
沢
美
仁
子

開
催
予
定
地
の
神
戸
支
部
が
す
べ
て
の

準
備
を
終
え
た
時
、
あ
の
壊
滅
的
な
阪
神

大
夏
災
が
発
生
、
本
年
の
通
常
総
会
は
本

部
主
催
と
な
り
、
横
浜
で
四
月
三
日
和
や

か
な
懇
親
会
で
開
幕
し
た
。

翌
四
月
四
日
、
総
会
の
出
席
者
は
一
七

一
名
。
開
会
の
辞
に
続
き
、
裏
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
母
里
様
を
含
む
一
年
間
の
逝
去

会
貝
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
醇
。
青
木
会

長
の
司
会
で
報
告
、
審
議
と
議
事
が
進
行

し
た
。
目
前
に
迫
っ
た
当
地
検
浜
で
の
国

際
会
議
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
房
野
し
A

C
委
員
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
月
の
大

夏
災
に
続
き
地
下
鉄
サ
リ
ン
や
警
察
庁
長

官
狙
撃
事
件
な
ど
で
日
本
の
安
全
神
話
が

崩
れ
た
と
こ
ろ
に
円
高
が
直
撃
し
て
、
海

外
か
ら
の
申
込
み
数
が
予
想
を
大
き
く
下

廻
っ
て
い
る
と
か
。
よ
り
多
く
の
日
本
入

会
貝
の
参
加
が
望
ま
れ
、
登
録
料
は
六
月

十
五
日
ま
で
据
え
置
き
と
な
っ
た
。
加
藤

募
金
委
貝
長
よ
り
、
会
貝
か
ら
の
募
金
は

目
標
額
に
達
し
た
が
、
バ
ブ
ル
後
の
企
業

募
金
が
予
想
以
上
に
厳
し
い
の
で
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
と
要
請
が
あ
っ
た
。

次
期
総
会
に
つ
い
て
葵
城
支
部
長
か
ら

開
催
承
諾
の
挨
拶
が
あ
り
、
国
際
会
議
成

功
を
祈
り
つ
つ
散
会
し
た
。
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講
演
二
題

「
旧
ユ
ー
ゴ
の
こ
と
な
ど
」

講
師

今
時
ミ
ル
カ
氏

チ
ト
ー
大
統
領
の
社
会
主
義
の
時
代
に

育
ち
、
日
本
人
と
結
婚
、
三
十
午
前
に
来

日
、
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
経

験
し
、
今
、
自
分
の
人
生
、
何
か
自
分
を

生
か
し
て
過
ご
し
た
い
と
い
う
思
い
の
今

時
さ
ん
に
、
ユ
ー
ゴ
の
話
を
伺
っ
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
、
日
本
の
ワ
ン
つ
の

広
さ
の
国
土
に
人
口
は
日
本
の
ウ
シ
/
写
、
ア

ド
リ
ア
海
に
画
し
、
七
つ
の
国
に
囲
ま
れ
、

六
つ
の
共
和
国
、
五
つ
の
民
族
、
四
つ
の

言
語
、
三
つ
の
宗
教
、
二
つ
の
文
字
、
一

つ
の
国
ユ
ー
ゴ
と
い
ね
れ
て
い
た
。
歴
史

的
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
王
の
治
め
る
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
王
国
で
あ
っ
た
の
か
、
第
二
次

大
戦
後
社
会
主
義
国
と
な
り
、
二
午
前
に

新
ユ
ー
ゴ
が
生
ま
れ
た
。

チ
ト
ー
大
統
領
時
代
、
物
質
的
に
は
豊

か
で
な
く
て
も
、
文
化
的
に
は
豊
か
な
暮

ら
し
が
で
き
、
幸
せ
な
社
会
を
作
ろ
う
と

人
々
は
働
き
、
皆
と
て
も
国
を
愛
し
て
い

た
。
し
か
し
、
チ
ト
ー
大
統
領
の
死
後
、

社
会
的
仕
事
が
一
年
交
代
制
を
と
る
よ
う

に
な
り
、
国
づ
く
り
の
理
念
が
な
く
な
り
、

己
の
利
益
の
た
め
に
動
く
よ
う
に
な
る
と
、

経
済
は
悪
化
し
、
国
民
は
政
府
に
不
満
を

抱
き
は
じ
め
、
各
共
和
国
が
自
国
を
守
る

た
め
に
独
立
す
る
方
旬
へ
進
み
は
じ
め
た

事
が
、
ユ
ー
ゴ
に
内
戦
を
も
た
ら
し
た
。

内
戦
は
民
族
間
の
争
い
で
、
現
に
、
ク
ロ

ア
チ
ア
人
と
結
婚
し
て
そ
こ
に
住
む
セ
ル

ビ
ア
人
の
姉
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
と
い
う
こ

と
で
差
別
を
受
け
、
職
を
失
い
、
母
と
会

つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
母
国
を
訪
れ
、
数
々

の
悲
劇
を
見
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

二
年
前
か
ら
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ

ア
人
と
い
う
民
族
を
こ
え
て
の
、
難
民
の

子
供
を
助
け
る
会
を
始
め
た
。
難
民
の
中

に
も
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
母
と
逃
げ
て
来
て

後
、
孤
児
と
な
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
父
が

い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
引
き
渡
す
手
段

も
な
く
キ
ャ
ン
プ
に
残
っ
て
い
る
子
供
な

ど
、
悲
劇
は
限
り
な
く
起
こ
っ
て
い
る
。

幼
い
子
は
内
戦
を
夢
だ
と
思
い
た
い
と
言

い
、
高
校
生
は
卒
業
し
た
ら
鉄
砲
を
持
っ

て
仕
返
し
に
行
き
た
い
と
い
う
。
相
手
が

悪
い
と
思
っ
て
い
て
は
戦
争
は
終
ね
ら
な

い
。
こ
の
内
戦
で
、
平
和
は
一
瞬
に
し
て

崩
れ
去
る
事
、
国
の
指
導
者
に
よ
っ
て
一

般
市
民
の
生
活
は
、
い
と
も
簡
単
に
変
え

ら
れ
て
し
ま
う
事
を
痛
感
し
た
。

今
の
思
い
は
、
民
族
と
か
国
に
捉
わ
れ

ず
、
心
は
広
く
地
球
人
と
言
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
。
今
は
無
理
で
も
、
将
来
こ
う

な
る
事
を
願
っ
て
い
る
と
結
ば
れ
た
。

(
福
田
悦
子
)

「
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
人
と
は
」

講
師

佐
々
木
知
子
氏

現
職
の
女
性
検
事
、
し
か
も
「
恋
文
」

で
横
溝
正
史
賞
受
賞
と
多
才
な
佐
々
木
知

子
氏
。
氏
は
平
成
五
年
よ
り
府
中
市
に
あ

る
国
連
ア
ジ
ア
極
東
犯
罪
防
止
研
究
所
教

官
と
し
て
在
任
。

薬
物
、
銃
器
等
犯
罪
も
国
境
を
越
え
た

問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
ア
ジ
ア
各
地
域
か

ら
派
遣
さ
れ
て
来
る
刑
事
、
司
法
に
携
れ
る

人
々
(
各
国
の
エ
リ
ー
ト
、
帰
国
後
高
官
と

し
て
活
躍
)
と
数
か
月
間
寝
食
を
共
に
し
、

家
庭
的
な
ふ
れ
あ
い
の
中
で
研
修
指
導
を

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
親
日
感
が
生

ま
れ
る
と
い
う
副
次
的
を
効
果
も
あ
る
由
。

十
二
午
前
検
事
に
任
官
さ
れ
た
時
は
歴

代
女
性
検
事
三
十
八
人
目
、
初
任
地
松
山

で
は
初
の
女
性
検
事
と
珍
し
か
ら
れ
た
が
、

現
在
は
八
十
四
人
ま
で
増
え
た
。
女
性
の

進
出
が
話
題
に
む
ら
な
く
な
っ
た
時
、
始

め
て
女
性
の
地
位
が
確
立
し
た
と
い
え
る
。

研
修
生
時
代
、
祈
り
は
全
て
に
優
先
す

る
モ
ス
レ
ム
と
接
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
。
モ
ス
レ
ム

は
コ
ー
ラ
ン
中
心
で
刑
法
は
非
常
に
厳
し

い
。
ま
た
、
オ
ウ
ム
の
問
題
を
例
に
逮
捕

か
ら
起
訴
ま
で
の
説
明
。
そ
の
他
活
発
な

質
問
へ
の
明
快
な
答
。
瞬
く
間
に
二
時
間

が
過
ぎ
た
。

(
斉
藤
智
恵
)

◎
そ
の
後
の
神
戸

阪
神
大
震
災
後
、
神
戸
支
部
が
往
復
葉

書
で
会
貝
の
安
否
を
尋
ね
た
う
ち
、
野
依

鈴
子
さ
ん
の
返
信
を
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

ご
丁
重
な
お
見
舞
を
い
た
だ
き
誠
に
お
そ

れ
入
り
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
で
は
大
小
は

あ
り
ま
す
が
、
無
罪
の
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

大
切
な
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々
、
一
瞬
に
か

け
が
え
の
な
い
方
々
や
物
を
失
お
れ
た
方
々

を
思
い
ま
す
九
は
、
多
少
の
家
の
い
た
み
は

あ
り
ま
し
た
が
、
怪
我
も
な
く
無
事
に
い
た

し
て
お
り
、
幸
せ
に
存
じ
お
り
ま
す
。
水
も

ガ
ス
も
な
く
、
し
ば
ら
く
池
田
市
の
娘
の
と

こ
ろ
に
避
妊
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
水
が
出

る
よ
う
に
な
り
帰
宅
、
跡
片
づ
け
な
ど
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

大
自
然
の
威
力
の
前
に
は
、
大
智
の
微
力

の
ほ
ど
、
ま
た
文
明
に
な
ら
さ
れ
た
奮
り
か

と
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
し
ば
ら
く
の
命
を
大
切
に
生
き
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
と
先
に
を

り
ま
し
た
が
会
の
皆
様
の
ご
無
事
を
願
い

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

◎
マ
リ
コ
・
テ
ラ
サ
キ
さ
ん

駐
米
名
誉
総
領
事
に
就
任

以
前
東
京
支
部
の
講
演
会
で
興
味
深
い

講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
寺
崎
マ
リ
子
さ

ん
が
、
駐
米
名
誉
総
領
事
に
な
ら
れ
た
。

戦
後
五
十
年
の
意
義
深
い
出
来
事
で
あ
る
。
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『
会
議
は
踊
ら
ず
、
さ
れ
ど
動
く
』

大
学
婦
人
協
会
会
長

青
木
怜
子

準
備
を
重
ね
て
き
た
国
際
会
議
も
い
よ

い
よ
目
前
で
す
が
、
東
京
支
部
の
皆
様
に

は
、
種
々
の
お
手
伝
い
の
ほ
か
、
資
料
用

バ
ッ
グ
ま
で
ご
寄
贈
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
は
中
に
入
れ
る
書

類
が
待
た
れ
る
ば
か
り
、
と
言
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
奮
闘
只
中
と
い

う
方
が
現
実
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
登
録
の
受
付
と
整
理
で

す
が
、
そ
も
そ
も
海
外
か
ら
の
登
録
が
思

っ
た
ほ
ど
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
霞
災
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
、
高
官
狙
撃
、
お
ま
け
に

横
浜
、
新
宿
と
続
発
す
る
事
件
が
、
恐
い

日
本
を
イ
メ
ー
ジ
づ
け
た
か
ら
に
は
か
な

り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
進
む
円
安
の
方
向
が

今
後
の
状
況
を
少
し
は
好
転
さ
せ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
六
月
十
五
日
ま
で
延
期
さ
れ

た
登
録
締
切
結
果
に
ひ
た
す
ら
最
後
の
期

待
を
薬
い
て
い
ま
す
。

登
録
に
関
れ
る
も
う
一
つ
の
難
関
は
、

特
に
開
発
途
上
国
の
参
加
者
か
ら
、
諸
費

用
が
高
す
ぎ
て
払
え
ず
、
援
助
し
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
総
会
で
は
い
つ
も
あ
る
こ
と
を
の
で

す
か
、
日
本
の
物
価
高
と
円
高
が
一
層
窮

状
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

た
し
か
に
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て

も
、
四
万
四
千
円
も
の
登
録
費
は
決
し
て

安
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
て
、

そ
の
「
高
い
」
登
録
費
を
も
っ
て
し
て
も
、

会
議
の
運
営
は
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
庫
補
助
金
、
自
治
体
や
様
々

な
団
体
の
助
成
金
、
企
業
募
金
、
会
員
募

金
を
頼
り
に
資
金
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

一
体
こ
れ
ま
で
、
何
通
の
助
成
金
申
請
書

を
書
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
私

た
ち
の
こ
と
と
て
、
プ
ロ
の
会
議
屋
に
諸

事
代
行
を
頼
む
わ
け
で
は
な
く
、
手
弁
当
、

手
作
業
で
、
節
減
を
極
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
国
際
会
議
は
何
故
、
こ
ん
な

に
も
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
会
場
費
は
止
む
を
得
な
い
こ
と

と
は
い
、
え
、
私
た
ち
の
場
合
、
義
理
も
迷

惑
も
顧
み
ず
、
極
端
に
コ
ス
ト
を
押
さ
え

ま
し
た
。
「
日
本
の
夕
べ
」
の
お
も
て
な
し

に
し
て
も
、
会
貝
手
作
り
の

「
日
本
の
四

季
」
を
余
興
と
す
る
の
は
ご
存
じ
の
通
り

で
す
。
一
方
、
議
事
進
行
に
最
低
限
必
要

な
書
類
の
作
成
や
運
搬
費
は
出
費
を
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
登
録
の
た
め
の
機
器
や
事

務
連
絡
も
費
用
が
嵩
む
も
の
で
す
。

国
連
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
F
U
W

で
は
会
議
の
公
用
語
と
し
て
、
英
、
仏
、

西
語
が
認
め
ら
れ
、
討
議
の
内
容
が
熟
知

さ
れ
る
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
言
語
に
対
応

す
る
同
時
通
訳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
人
貝
確
保
と
待
遇
上
の
国
際
ル
ー

ル
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
通
訳
の
宿
泊

費
か
ら
、
拘
束
す
る
全
日
程
の
費
用
も
支

払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
莫
大
を
出
費

と
な
り
ま
す
。
結
局
、
少
数
参
加
の
仏
語

に
つ
い
て
は
同
時
通
訳
を
削
る
最
終
決
定

を
先
週
し
た
ば
か
り
で
す
。

商
業
効
果
に
直
結
で
き
る
企
業
セ
ミ
ナ

ー
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
あ
る
種
の
学
会
と

は
異
な
り
、
私
た
ち
の
会
議
に
は
ス
ポ
ン

サ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
N
G
O
会

議
の
弱
み
で
も
あ
り
ま
す
。
問
題
は
、
そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
経
済
的
負
担
を
負
い
な
が

ら
、
何
故
、
国
際
会
議
を
開
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

考
え
方
に
も
よ
り
ま
し
ょ
う
が
、
一
つ

に
は
、
国
際
大
学
婦
人
連
盟
と
い
う
国
際

組
織
と
し
て
の
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
こ

と
の
必
然
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
一

つ
に
は
、
国
際
的
連
帯
こ
そ
が
今
や
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
有
効
な
手
立
て
と
し
て
、
世

界
の
女
性
の
問
題
を
扱
う
時
期
に
立
ち
至

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ナ
イ
ロ
ビ
で
の
「
国
連
婦

人
会
議
」
が
す
で
に
そ
の
意
味
と
成
果
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
秋
、
北
京
で

開
か
れ
る
「
第
四
回
世
界
女
性
会
議
」
は

そ
れ
以
上
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
I
F
U
W
の
国
際
会
議
で
、

私
た
ち
は
何
を
世
界
的
連
帯
の
成
果
と
し

て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

幾
つ
も
あ
る
中
で
、
あ
え
て
一
例
を
選
ぶ

と
す
れ
ば
、
「
女
児
は
未
来
の
女
性
」
、
そ

し
て
「
女
性
の
未
来
は
世
界
の
未
来
」

の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
北
京

会
議
の
行
動
綱
領
に
は
「
少
女
」
の
項
目

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
少
女
は
未
来
の
女
性
」
と
の
副
題
で
も

わ
か
る
通
り
、
そ
れ
は
I
F
日
W
な
ど
の

提
言
か
ら
実
現
し
た
課
題
で
す
。
生
ま
れ

落
ち
た
そ
の
時
か
ら
決
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
女
性
の
未
来
や
生
涯
を
不
利
益
な

も
の
と
し
な
い
よ
う
、
私
た
ち
は
提
言
し

て
い
ま
す
。
重
F
日
W
が
取
り
上
げ
る
様
々

な
決
議
の
中
で
、
世
界
に
直
接
訴
え
て
い

く
も
の
は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

日
本
で
開
か
れ
る
会
議
で
そ
れ
ら
の
提
言

に
参
加
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

会
議
の
ど
の
部
分
に
参
加
し
て
よ
い
か

お
迷
い
の
方
は
、
と
り
あ
え
ず
、
全
部
に

出
席
す
る
つ
も
り
で
、
ま
ず
考
え
て
み
て

下
さ
い
。
会
議
が
ど
ん
な
も
の
か
説
明
す

る
の
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
自
分
で
見
、

聞
き
、
問
う
て
み
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
八
月
、
叡
智
と
勇
断

を
積
ん
で
、
I
F
U
W
の
「
宝
船
」
は
、

い
よ
い
よ
横
浜
か
ら
出
帆
し
ま
す
。
A
こ

A
b
O
a
「
d
〕

お
乗
り
後
れ
な
い
よ
う
に
。
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「
高
等
教
育
と
女
性
」

-
そ
の
社
会
的
還
元
シ
リ
ー
ズ
①
-

山
崎
怜
子
さ
ん

皆
さ
ん
、
こ
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

去
る
二
月
七
日
「
武
蔵
野
市
立
北
町
高
齢

者
セ
ン
タ
I
」
を
訪
問
さ
れ
た
ダ
イ
ア
ナ

妃
を
、
所
長
の
山
崎
倫
子
先
生
が
案
内
さ

れ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

「
と
も
し
び
」
第
六
号
に
続
き
、
編
集
係

は
セ
ン
タ
ー
に
先
生
を
訪
ね
、
今
回
は
激

動
の
昭
和
史
と
重
な
る
よ
う
な
、
そ
の
人

生
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
明
る
い
日
差

し
の
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
ピ
ン
ク
の
制

服
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
談
笑
す
る
大

勢
の
お
年
寄
り
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。
先
生
に
会
っ
た
瞬
間
「
あ
っ
、

秋
篠
寺
の
伎
芸
天
!
」
温
か
く
優
し
く
頼

も
し
く
、
ふ
っ
と
屑
の
力
が
援
む
の
を
感

じ
た
。

先
生
は
一
九
一
九
年
の
お
生
ま
れ
で
、

夫
君
と
共
に
診
療
に
携
わ
る
一
方
、
大
学

婦
人
協
会
会
長
、
国
連
総
会
政
府
代
表
代

理
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
貝
、
海
外
移

住
審
議
会
委
貝
、
日
本
女
医
会
会
長
、
日

本
汎
太
平
洋
東
南
ア
ジ
ア
婦
人
協
会
会
長

等
を
歴
任
さ
れ
、
五
月
七
日
に
は
国
際
女

医
会
名
誉
会
貝
に
選
ば
れ
る
と
い
う
F
A

X
が
届
い
た
ば
か
り
と
の
こ
と
。

国
際
的
な
ご
活
躍
も
そ
の
は
ず
、
英
、

仏
、
独
、
ロ
シ
ア
、
中
国
語
を
話
さ
れ
る
。

戦
前
戦
中
ま
さ
に
「
敵
性
語
」
を
聖
心
語

学
校
で
、
ま
た
十
三
才
で
ハ
ル
ビ
ン
に
渡

っ
て
か
ら
は
プ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
で
学
ば
れ
た
と
い
う
。
「
ど
ん
な
人
と

で
も
話
せ
ば
解
り
あ
え
る
」
と
い
う
父
上

の
教
育
方
針
が
、
国
際
人
倫
子
先
生
を
育

ん
だ
土
壌
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。

東
京
女
子
医
専
に
進
む
時
、
「
日
本
人
が

満
州
人
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
を

見
か
ね
て
、
卒
業
し
た
ら
満
州
に
帰
っ
て

医
者
を
や
ろ
う
」
と
思
い
、
昭
和
十
八
年

か
ら
二
年
間
ハ
ル
ビ
ン
医
大
付
属
市
立
病

院
に
勤
務
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
は
奥
地
の

ひ
ど
い
環
境
の
ロ
シ
ア
人
疎
開
地
を
馬
で

巡
回
往
診
も
さ
れ
た
。
乗
馬
を
始
め
て
間

も
な
い
頃
、
興
奮
し
た
馬
に
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
も
引
き
ず
ら
れ
死
ぬ
思
い
を
し
な
が

ら
も
、
翌
日
に
は
も
う
乗
っ
た
と
い
う
先

生
に
は
、
乗
馬
往
診
が
む
し
ろ
楽
し
か
っ

た
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
の

侵
攻
。
敗
戦
と
と
も
に
ハ
ル
ビ
ン
は
無
政

府
、
無
秩
序
の
街
と
化
し
、
悲
惨
な
姿
の

在
留
邦
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。
誰
も

か
ね
が
身
を
守
る
こ
と
さ
え
困
難
を
状
況

の
中
、
二
十
五
才
の
先
生
は
ソ
連
占
領
軍

司
令
部
と
ひ
る
む
こ
と
な
く
毅
然
と
交
渉

し
、
街
の
中
央
部
に
国
際
病
院
を
開
設
さ

れ
た
。
地
獄
の
よ
う
な
飢
え
と
病
気
と
屍

の
中
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
ソ
連
人
、
中

国
人
の
た
め
に
も
分
け
隔
て
な
く
診
療
し
、

危
険
な
地
域
に
も
度
々
往
診
に
行
か
れ
た
。

ハ
ル
ビ
ン
国
際
ホ
テ
ル
社
長
で
あ
っ
た
父

上
も
命
を
賭
し
て
難
民
救
済
会
の
会
長
の

任
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
た
。
父
上
は
「
人

間
は
ひ
と
り
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。

生
き
て
い
る
か
ぎ
り
人
の
役
に
立
つ
よ
う

に
」
と
教
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
間
の
阪
神
大
夏
災
に
も
、
女
性
医

師
十
二
人
と
駆
け
つ
け
奮
闘
さ
れ
た
由
。

医
療
の
方
面
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
で
の
先
生
の
ご
活
躍
の
底
に
は
、

人
間
と
し
て
何
が
大
切
か
を
見
極
め
た
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ぎ
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

二
十
八
年
に
共
に
国
立
公
衆
衛
生
院
に

在
籍
さ
れ
て
い
た
山
崎
浩
氏
と
綜
指
さ
れ
、

吉
祥
寺
に
山
崎
医
院
を
開
業
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
多
く
の
国
際
的
な
場
で
活
躍
し
て

い
る
問
に
老
人
福
祉
に
関
心
を
特
ち
、
ご

自
宅
の
土
地
二
三
〇
坪
を
市
に
寄
付
さ
れ
、

今
日
の
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
来
所
の
お
年
寄

り
と
の
、
さ
な
が
ら
大
家
族
の
よ
「
′
な
日
々

を
幸
せ
と
語
ら
れ
る
。
軍
医
だ
っ
た
夫
君

と
共
に
「
生
き
て
日
本
に
帰
れ
た
こ
と
自

体
が
不
思
議
、
第
二
の
人
生
は
人
の
役
に

立
つ
こ
と
」
が
信
条
と
の
お
二
人
の
も
と

に
は
、
共
鳴
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
る
。
先
生
は
「
性
善
説
を
信
じ
ま

す
」
さ
ら
に
「
そ
れ
に
少
し
の
勇
気
と
一

歩
踏
み
出
す
決
断
と
が
必
要
」
と
断
言
さ

れ
る
。
ず
し
り
と
胸
に
し
み
る
言
葉
で
あ

っ
た
。

大
学
婦
人
協
会
会
長
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
(
全
国
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
、

国
連
総
会
で
の
青
木
怜
子
現
会
長
と
の
心

温
ま
る
交
流
な
ど
)
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
協
会
の
前
進
、
発
展
を
願
う
先
生
の

お
気
詩
ち
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

庭
の
緑
の
ま
ぶ
し
い
部
屋
で
紅
茶
と
ク

ッ
キ
ー
を
頂
き
な
が
ら
、
先
生
の
お
話
に

聞
き
入
っ
て
い
る
う
ち
に
二
時
間
が
過
ぎ

て
い
た
。
我
に
返
り
、
自
分
の
中
に
新
し

い
何
か
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
く
の
を
感
じ
っ

つ
、
道
に
迷
わ
な
い
か
と
心
配
し
て
く
だ

さ
る
先
生
に
見
送
ら
れ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

善
書
紹
介
(
東
京
支
部
受
贈
)

「
回
想
の
ハ
ル
ビ
ン
」
牧
羊
社
販
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1994年度大学婦人協会東京支部決算報告 1 995年度予算
1994牛4月1日-1995年3月31日 1995年4月1日-1996年3月31日

(単位:円〉 (単位:円)収入の部

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I 会 費 収 入 l.500.000 1,677.000 +177.000 2000×54口、3000×523口 1.500,000 3.000×500口 

II基本財産利息収入 90.000 70,164 -19.836 90,000 

Ⅲ 運用財産利息収入 2,000 3.339 +1.339 2.000 

Ⅳ 寄 付 収 入 300,000 597.055 十297.055 寄付、参加費、バザー 他 400.000 寄付、参加賞 

Ⅴ 雑 収 入 30,000 19.300 -重0,700 入会濃付金側×仏綿臨機青線賀)×1 30.000 入会還付金、支部振舞費 

当 期 収 入 合 計 1,922,000 2.366,858 +444.858 2,022,000 

前 期 繰 越 金 994.601 994.601 0 1.363.507 

収 入 合 計 2,916,601 3,361.459 十444,858 3,385,507 

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I 管 理 費 1.160.000 991.089 -168,911 1,180,000 

(1)備 品 費 20.000 

0 55,243 

-20.000 

文具、コピー、タックシール他 

20.000 

文具、コピー、タックシール他 (2)消 耗 品 質 120.000 -64.757 120.000 

(3)印 刷 製 本 費 50.000 42.623 -7,377 総会、支部お知らせ 50.000 線会、支部お知らせ 

(4)通 信 費 400,000 324,863 -75.137 支部お知らせ、本部会報 400.000 支部お知らせ、本部会報 

(5)交 通 費 70.000 59.860 -10,140 70,000 

本部へ分担金 本部へ分担金 (6)事 務 所 要 100.000 100.000 0 100.000 

(7)事 務 手 当 400.000 408.500 十8,500 事務貝給料分担 他 420,000 事務員給料分担 他 

II運 営 費 120,000 80.813 -39.187 120.000 

(l)総 合 職 60,000 45,550 -14.450 会場費、マイク他、菓子代 60,000 会場費、マイク他、菓子代 

(2)委 員 会 費 60.000 35,263 -24.737 60.000 

皿 事 業 費 650.000 726,050 十76,050 

ともしぴ(2回)、鶴泊会他、 1,000.000 ともしぴ(2回)、講演会 他 

離籍鵜畿急追 
連絡

6卿.000 鳳問題輪後3卿.()00 

国語会謙資料袋、名札 

Ⅳ 予 備 費 20,000 0 -20,000 20.000 

Ⅴ 碁 本 金 積 立 200.000 200,000 0 貸付信託 300,000 貨付侶耗 

当 期 支 出 合 計 2.150.000 1.997.952 ー152.048 2,620,000 

次 期 繰 趨 金 766.601 1.363,507 十596.906 765.507 

支 出 合 計 2.916.601 3.361.459 十444,858 3.385,507 

1995午3月31日現在

碁本金財政状況:基本金 2.978,126 貸付信託 2.978.126……三井信託銀行 新宿支店

運用財政状況:繰越金1.363,507 普通預金1.332.528……三井信託銀行 新宿支店

現 金 30.979

会 計 高井 敬子 山村 敬子

厳正に藍査いたしました結果、正確に記載されており、間違いないことを柾明いたします。

1995年4月10日 会計監査 金子 京子 峯川 正子

東
京
支
部
新
委
員
紹
介

財
務
委
員
会
に
入
っ
て
三
年
、
や
っ
と

雰
囲
気
に
憤
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
、
東

京
支
部
の
お
手
伝
い
も
兼
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

中
山
律
子

(
奈
女
)

編
集
後
記

高
学
歴
の
エ
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
人
達

が
、
オ
ウ
ム
事
件
の
中
心
に
関
れ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
一
様
に
嚇
か
さ
れ
る
。

学
歴
と
は
1

理
性
と
は
1

理
性
と
は
、
常
に
磨
き
続
け
な
け
れ
ば

す
ぐ
腐
蝕
し
て
し
ま
、
つ
こ
と
を
、
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。

五
十
午
前
ま
で
、
国
民
終
日
本
数
信
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
、
け
っ
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
オ
ウ
ム
の
み
の
特
殊
な
事
件

で
は
な
い
。

(
S
)

一
九
六
〇
年
六
月
十
五
日
、
梅
雨
の
街

頭
で
樺
美
智
子
の
死
を
聞
き
、
黙
っ
て
解

散
し
た
。
し
し
ゆ
う
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
レ
イ

ン
コ
ー
ト
の
紺
が
し
み
た
。

娘
を
気
づ
か
っ
て
下
宿
に
来
た
母
が
、

丁
寧
に
丁
寧
に
ブ
ラ
ウ
ス
を
洗
っ
て
帰
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
で
も
我
ら
安
中
派
。
母

は
も
う
亡
い
。

(
S
)

と
も
し
び
十
八
号

発
行
日
一
九
九
五
年
七
月
一
日

発
行
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

と
も
し
び
編
集
係
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